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明
年
四
月
ま
で
延
期

園

民

健
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保

険

事

業

昭和31年 9月25日発行いをか ね 町政だより

町
で
じ
、
国
民
健
民
保
険
事
一
献
況
が
忍
く

て
ほ
事
業
白
運
営

韓
国
間
始
叶

mv本
年
十
月
を
一
に
一
大
支
陪
を
来
た
す
こ
と
に

目
盆
と
し
、
向
時

κ
…出
世
世
間開
一
な
り
、
荒
事
艶
費
企
D
面
に
も

所
の
車
載
、
開
始
ず
ベ
〈
踏
紘
一
相
当
節
屈
な
も
巴
が
る
っ
て
小

白
準
悩
を
越
的
て
来
た
の
で
あ
一
規
模
な
斡
掠
施
設
で
は
良
い
医

り
ま
す
が
、
何
せ
本
年
心
昨
u
h
一
一
問
自
招
聴
も
閣
制
艇
な
も
D
が
あ

に
よ
る
作
況
不
良

即
決
定
的
と
一
る
と
い
う
由
で
、

ζ

申
事
韓
関

な
っ
た
の
で
、
た
と
三
本
訟
を
一
姑
を
明
年
四
月
ま
で
延
期
す
る

開
始
し
て
も
、
保
険
世
田
制
入
一

一
、
と
を
相
善
と
底
的
た
衣
第
で

諜
約
米
の
出
荷
口
早
め
に

今

年

と

れ

た

米

は

十

月

三

十

一

日

ま

で

に
出
荷
す
る
と
奨
励
金
が
つ
き
ま
す

(ー〕

予
約
申
込
み
を
し
た
米

μ
、
昭

一
白
に
口
六
百
問、

和
三
十
二
年
二
月
末
日
ま
内
に
一
時
三
期
白
十
月
二
十
日
ま
で
白

出
荷
す
る
こ
と
に
な
凸
て
和
り
一
も
白
に
四
百
同

ま
す
が
、

段
府
が
と
〈
に
指
定

一
部
四
期
。
十
月
三
十
一
日
主
で

し
た
時
期
ま
で
に
出
荷
し
た
も
一
む
も
自
に

ニ
百
回
が
出
る
乙
と

白
に
は
、
持
差
金
が
加
揮
さ
れ
一
に
な
ヨ
て
止
り
ま
す
。

る
乙
と
に

た
っ

て
お

り
ま
す
。

一
ヨ
ま
り
と
れ
ら
白
期
制
に
出
荷

そ
白
期
間
に
四
期
間
に
分
れ
て

一
し
た
米
自
依
設
は
高
〈
な
る
わ

お
り
、
時
期
別
農
舎
は
時

一
期
一
帥
り
で
す
が
、
十
一

E
一
日
以
降

四
十
月
一
日
ま
で
に
出
荷

し
た
一
に
出
荷
し
た
未
に
ほ
、
と

D
特

も
白
に
ロ
石
巻
。
，
八
百
問
、
一
目
興
が
る
旬
ま

さ
ん
。
た
と
え
口

部
二
期
白
十
月
十
日
ま
で
白
も
↑
範
式
新
俵
入
F
=
一
時
主
未
一
俵

あ
り
芝
す
。
ζ

の
こ
と
ほ
先
般

D

総
務
、
厚
生
両
要
員
白
合
同

協
磁
告
や
町
醜
舎
に
お
い
て
誹

僻
を
持
た
事
項
で
あ
り
ま
す
。

明
年
度
は
構
想
を
新
に
し
て
出

発
す
る
こ
ξ

に
い
た
し
玄
し
た

ζ

D

点
町
民
各
位
白
栴
思
抽
を

闘
い
V
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
り
由
政
府
由
貿
入
れ
基
本
価

税
は
三
千
八
百
玉
十
八
回
で
す

が
、
第
一
期
間
に
出
荷
し
た
も

申
は
四
千
一
吉
七
十
八
向
、

部
二
期
間
D
も
白
は
四
千
九
十

八
同

部
=
一
期
間
。
も
由
は
四
千
十
三

国部
四
期
間
申
も
巴
は
王
子
九
百

一一一
I
T
八
回
と
な
M
P
、
十

-
E
一

日
以
降
に
出
荷
し
た
も
由
は
謀

本
価
格
由
三
千
八
百
五
十
八
田

町
み
で
売
践
す
と
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
十
二
月
五
日
ま
で
に

出
荷
し
た
結
末
に
ヨ
ル
て
は
、

主
朱
-
侠
統
一
-
p
四
百
五
十
回
だ

時
打
買
入
れ
る
こ
と
に
な
ヨ
て
お

り
さ
す
。

今金町長

発行人安部義雄

今 金町役場所戸打発

ζ

由
よ
う
に
、
早
〈
出
荷
し
た

も
由
ほ
と
生
産
者
由
宇
宿
駅
相
聞
が

多
〈
な
り
ま
す
か
ら
、
出
来
る

だ
り
早
〈
農
作
を
趣
曲
、
早
期

に
出
荷
す
る
よ
う
心
が
け
て
下

さ
L
V

。

ま
た
予
約
申
込
に
よ

ヨ
て
支
払

わ
れ
た
続
算
金
は
、

+
二
月
三

十
-
日
ま
で
に
出
荷
し
仁
末
代

金
で
輯
算
さ
れ
ま
す
が、

そ
れ

含
で
に
出
柄
し
仁
米
代
晶
で
概

算
出
来
な

い
時
に
口
、
残
り
D

栴
算
金
に
日
4
F
ニ
銭
五
麗
自
制

且
げか
古
〈
と
と
h

い
た
っ
て
い
ま

す
。

今

金

駅

気

這

車

運
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B
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ク

下
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2

八
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四
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z
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銅JI¥人柳大

退

院

の

挨

拶

今
金
町
長

!/f/ U I/，/"f，発

町
民
白
骨
様
、

前
〈
棋
風
が
町

れ
倒
年
な
ら
ば
新
品
世
古
田
閉
山
般

事
を
迎
え
よ
う
と
す
る
敵
、
今

年
は
よ
d
h

や
と
思
い
な
が
与
も

奪
回
蒔
骨
付
を
了
え
た
頃
か
ら

と
か
〈
天
院
不
顕
で
あ
り
ま
し

た
が
、
荊
暫
虫
白
防
除
や
管
理

由
最
寄
を
紘
〈

さ
れ
重
し
た
の

で
、
何
と
か
平
年
作
に
近
い
ま

で
剤
ぎ
付

w
b
れ
る
も
岳
と
期

待
し
て
照
り
ま
し
た
が
、
長
い

丹
精
白
甲
斐
も
な
〈
、
互
作
@

不
作
に
加
う
る
に
、
世
相
作
は
塗

に
閥
作
と
断
定
さ
れ
、
舗
に
憂

慮
に
堪
え
室
せ
ん
。

骨
様
E

悲
痛
jv-
思
う
と
共
に
、

小
職
そ
四
対
策
に
A
M

い
て
費
任

重
大
な
る
も
白
を
痛
感
す
る
も

E

で
あ

り
ま
す
。

骨
様
、
さ
を
に
有
輯
放
訟
を
逼

し
師
袋
拶
命
し
上
げ
ま
し
た
が

と
由
脈
上
を

und
て
市
申
し

上
げ

志
す
。

実
口
去
る
六
月
二
十
三
日
中
且

花
石
部
格
へ
出

E
E
帰
路
、
中

里
部
落
K
於
て
意
件
な
吏
週
事

献
を
起
し
、
小
聡
以
下
町
政
市
町

担
峯
者
多
数
由
者
に
侮
軒
を
与

え
ま
し
た
事
件
ほ
、
余
り
に
も

大
き
い
虫
艇
で
あ
り
ま
し
た
む

で
、
基
時
世
害
者
と
し
て
β
残

念
な
が
ら
そ
の

簡
を
些
い
ま
し

た
ま
ま
、

町
民
に
劃
し
意
丹
@

お
騒
ぎ
を
か
け
ま
し
た
。

ζ

E

事
は
不
宵
私
自
金
〈
不
注

意
か
ら
生
じ
た
も
白
で
あ
り
ま

安

義

雄

部

し
て
、
そ
C
為
町
肢
に
多
大

巴

脚
諸
怒
を
及
ぼ
し
た
貸
世
上
誌

に
申
し
献
な
〈
只
々
恐
紘
に
構

え
な
L
W

抹
都
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
拘
ず
、
町
よ
り
自
制

厚
置
と
皆
様
よ
り
再
々
自
制
見

揮
を
醜
聞
に
感
樹
、
併
せ
て
主

柑
医
由
慰
切
な
る
酔
掠
K
恵
ま

れ
、
遭
齢
者
一
同
は
順
醐
に
和

復
量
し
随
時
退
院
を
み
る
に
歪

り
ま
し
た
。
単
も
和
雄
稼
で
八

月
八
日
-
先
ず
議
院
、
自
宅
療

斐

ω
傍
ら
寺
図
柄
〈
執
務
致
す

よ
ろ
に
な
"
ま

し
た
c

長
い
不

在
中
目
年
度
中
ば
に
酔
て
都
下

植
民
ロ
最
蒋
白
努
力
を
し
て
〈

引いま

L
た
。
躍
も
或
い
は
骨
法

白
訴
え
K
費
し
不
行
届
a
T

不
快

を
与
え
た
事
が
な
し
と
し
な
い

が
、
何
ん
の
お
と
が
め
も
な
〈

今
日
ま
で
協
力
協
り
ま
し
た
ζ

と
に
割
し
定
心
主
0
塵
樹
申
し

上
げ
ま
す
。
引
証
き
臥
に
勝
手

な
控
都
で
あ
旬
宮
す
が
、
不
肯

栴
4
n
b
問
自
宅
療
養
E
傍
与
町

政
E
責
務
を
果
す
た
め
常
に
瞳

民
と
一
量
、
又
跨
官
庁
と
白
蓮

絡
に
古
い
て
畢
密
を
図
り
不
耳

合
@
な
い
よ
う
努
め
た
い
と
存

じ
ま
す
か
ら
ど
う
ぞ
よ
る
し
〈

栴
諒
品
思
表
願
い
主
す
。

作
況
由
見
透
し
は
昨
年
室
で
一

喜
一
憂
町
中
に
も
-
る
白
認
を

か
付
て
来
た
が
、
最
島
a
S
T

輯
盟

D
今
日
蓮
か
に
事
後
債
を
樹
立

主
庁
且
日
遺
白
軒
僚
に
即
応
、

J・、・e

強
力
に
そ
@
郵
献
を
中
央
に

E

E
せ
レ
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す

が
、
従
来
柑
も
す
る
と
担
繭
地

方
低
気
佐
的
に
恵
ま
れ
て
い
る

地
方
と
し
て
匝
離
さ
れ
る
憂
も

な
し
と
し
な
V
@
で
、
各
位
に

お
か
れ
で
も
そ
E

暫
事
由
実
況

を
正
確
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
。

各
棉
縄
問
よ
り
再
三
要
関
さ
れ

る
制
去
費
岨
刊
紙
眼
的
に
劃
し
て

最
各
自
署
カ
を
布
闘

v
量
し
ま

す
。秋

の
生
活
環
域

美

化

運

働

種
事
に
備
え
る
大
帯
酷

世
田
信
活
環
岱
場
北
誕
到
に
ヨ

い
て
お
知
b
せ
量
し
ま
す
c

世
田
勧
れ
と
共
に
家
臨
K
も、

職
曜
に
も
、
大
世
間
陪
を
姑
晶
謹

書
A
U

略
構
に
と
り
か
か
り
ま
す

健
叫
闘
で
明
る

ν
生
括
環
境
位
、

都
謹
り
仕
事
的
世
串
を
向
上
さ

せ
ま
す
。
仲
田
大
師
陪
に
路
、

不
刷
な
も
E

を
監
理
し
、
争
び

し
い
会
E

生
活
を
で
き
る
正
行

明
る
〈
過
す
べ
き
準
閉
で
あ

n'

ま
す
か
ら
、
在
自
内
貯
金
企
き
れ

い
?
に
激
し
ま
し
ょ
う

礎
化
蓮
劃
撞
査
日
H
H

区

域

期

日

目

量

+

月

八

日

中

E

aw
丸
日

霊

園

グ

十
日

八

東

P

十
一
日

金

脳

血

'

+

ニ
日

住

吉

φ

十
三
日

報

川

e

十
四
日

勢
制
問

h
q

十
五
日

荘

石

。

十

大

目

紳

丘

M
H

十
七
日

今

金

hv

十
八
日

市
件
相
搭

e

十
九
日

乙
の
按
な
日
科

目
品
り
樟
牽
実

施
さ
れ
撃
す

申
で
、
全
部
穫
に

お

V
て
量
秀
な
匝
蹟
を
K
E
必
ら

れ
る
よ
う
布

Ehv
量
し
玄
す
。
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